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元気でがんばってね
遠賀南中学校の卒業式で

＊　4　月　の　離　合＊

軽　自　動　車　税

固定資産税（第1期〉

納　期

4月16日一4月30日

町税の納税は便利な口座振替で…‥・…遠賀信用金庫、

遠賀郡嚢協遠賀支所、西日本銀行芦屋支店、福岡銀行、

植田相互銀行窓口でお申し込みください。
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エイズ（AIDS）とは

後天性免疫不全症候群
Acquired

l me
Deficienq

Synをome

㍗葦馨議案罵謹
告されて以来、世界中で増え続けています。現在

までに世界成5カ国から38，000人余りの患者が報告さ
○　　れており日本でも26人（男牲25人、女牲1人）のエイズ

患者が確認されています。
エイズはもともとうつりにくく、自分で十分予防できる病気で

正しい知識をもって、エイズから自分や家族を守りましょう。

どんな人がエイズに感染する恐れがありますか

男性同性愛者、静脈注射などによる麻薬・覚醒剤濫用者

からエイズ患者の多くが発生しています。このような集団

に属している人、またはこのような人と性的接触があるよ

うな人、このような人の血液に汚染された場合はエイズに

感染する恐れがあるといえます。

エイズとは

どんな病気ですが
エイズ（後天1堂鬼窪不全症候群）とは

エイズウイルスによって起こる病気で、

体を他の病諭から守る抵抗力が壊されて
しまう恐ろしい病気です。

しかし、ウイルスが体内にはいっても

すぐ発病するわけではありません。感染
したかどうかは、感染i後約8週間だては

血液検査で判定可能です。

0

エイズウイルスに感染した人のうち1
－3割の人に、数年のうちに次のような

症状がでてきます。
○発熱（をくりかえす

○急に体重が減る
○リンパ腺が曲iれる

○下痢がつつく

0

病気が進んで体の圭田究力がおちてくる
と、健壊な人がかからないような細菌や
カピによる感染壷にかかったり、ヒフに

ガンの一種ができたりします。

0

現在のところ特効薬はなく、発病する
と3年で4人のうち3人が死亡していま

すが、9台痕についての研究も急速に進ん
でいます。

エイズの相談と検査
エイズについての相苫炎や検査は、遠賀保健所

eB（201）4161へ。

抗体検査の受付は毎週月曜日　9時一10時30分

エイズ（こ関するテレホンサービス
エイズに対する正しい対語談の普及のため、テ

レホンサービスを実施しています。
。強　く581）1999

○
病
院
や
理
容
院
、
美
容
院
な
ど

で
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

○
お
風
呂
や
ト
イ
レ
、
プ
ー
ル
で
う
つ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
食
器
や
食
物
、
飲
み
物
を
介
し
て
う
つ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

す
　
　
そ
の
心
配
は
あ
。
き
ん
。
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
藷
に
欒
力
の

弱
い
ウ
イ
ル
ス
で
、
普
通
の
生
活
の
中
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
。

「
。
咳
彊
語
※
琵
華
講
評

職
場
や
学
校
に
エ
イ
ズ
患
者
が

い

る

と

、

周

囲

の

人

が

エ

イ

ズ

に

か
か
る
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

エ
イ
ズ
に
惑
染
し
な

い
よ
う
に
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
で

し
ょ
う
が

注
濃
を
要
す
る
の
は
．
隆
的

接
触
．
と
、
．
血
液
に
よ
る
汚

染
．
で
す
。

性
的
接
触
に
つ
い
て
の

注
意

男
怪
も
寸
座
も
蛙
的
接
触
の

柏
手
に
注
悪
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
特
定
多
数
の
相
手
（
男
女

とも）

○
男
蛙
同
性
愛
者
や
薬
物
濫
用

者
○
エ
イ
ズ
多
発
国
の
人
（
男
女

とも）

○
売
春
行
為
を
し
て
い
る
人

血
液
に
つ
い
て
の
注
意

血
液
が
単
に
ヒ
フ
に
つ
い
た

だ
け
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
。
ヒ

フ
に
傷
が
あ
る
時
、
ウ
イ
ル
ス

の
い
る
血
液
が
つ
く
と
初
め
て

う
つ
る
可
馨
が
で
で
き
ま

す
。
で
す
か
ら
血
液
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
ビ
ク
ビ
ク
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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統一地方選挙の日程と選挙権

県　知　事 �県　議会　議　員 �町長，町議会議員 

投　票　　日 ���4　月12　日（日） ��4　月　26　日（日） 

選　挙　告　示 ���3　月　23　日 �4　月　　3　　日 �4　月　21　日 

選 挙 時 ●▲ ．旦 録 電 撃 壁 �基準日 登録日 ��3　月　22　日 �4　　月　　2　　日 �i4　月　20　日 

国　　籍 ��日　本　国　民　で　あ　る　こ　と 

年齢要件 ��【脚42年4月13日までに生まれた者 ��昭和42年4月27日 までに生まれた者 

住所要件 ��昭和61年12月22日 �昭和62年1月2日 �昭和62年1月20日 
までに転入届をし、弓 �き続き住民基本台帳に登録されている者 

選挙人 ��期間 �3　月23日　か　ら �4　月　3　日から �4　月21日から 

名薄の 縦　覧 ���3　月24日　まで �4　月　4　日　ま　で �4　月22日　ま　で 

場所 �遠賀町役場内遠賀町選挙管理委員会 

有効期限は8月末日
国民健康保険証を更新します

現在お使いの国民健康保険証は、今年の3月31日までしか使

えません○このため次の日程で使用期限の更新を行います。

＞日　時　3月50日（月）、31日（火）　9時～16時50分

＞場　所　遠賀町役場玄関

＞持参晶　現在使われていろ国民健康保険証、または国民健康

保険退職被保険者証と印鑑

私
た
ち
の
い
ち
ば
ん
身
近
な
代
表
を
選
ぶ

統
一
地
方
選
挙
が
四
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

毎
日
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
だ

け
に
、
お
金
や
物
は
も
ち
ろ
ん
義
理
人
情
に

も
ま
と
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
よ
く
考
え
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

不

在

者

投

票

投
票
日
に
、
任
那
な
ど
「
や
む
を
得
な
い

疎
情
」
で
授
墓
所
へ
行
け
な
い
人
（
毀
粟
日

当
日
の
技
粟
の
時
間
は
、
1
時
か
ら
1
8
時
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
時
間
帯
に

投
票
所
へ
行
け
な
い
人
）
の
た
め
に
不
在
者

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
期
　
間
　
告
示
日
～
投
票
日
の
前
日

▽
時
　
間
　
8
時
5
0
分
～
1
7
時

▽
場
所
　
遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役

場
二
階
第
二
会
議
室
）

「
や
む
を
得
な
い
部
情
」
と
は
、
例
え
ば
次

の
よ
う
な
甥
合
で
す
。

○
選
挙
人
が
、
自
分
の
技
票
区
の
区
域
外
で

職
務
に
従
車
中
で
あ
る
場
合
（
出
張
な
ど
）

○
選
挙
人
が
、
や
む
を
得
な
い
用
襲
車
扱

の
た
め
遠
賀
町
の
区
域
外
に
旅
行
ま
た
は

滞
在
中
の
袈
口
（
新
婚
旅
行
な
ど
）

○
病
気
や
出
産
な
ど
で
歩
行
が
著
し
く
困
難

な
場
合

く
わ
し
く
は
、
遠
賀
町
選
挙
管
理
委
民
会

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



）4（彿瓜
的

心
筋⑱塵

恭
然
程
時
節

呂
③
爵
億

火
山
が
一
番
多
い
季
節
は
冬
で
す
が
、
窓

外
な
こ
と
に
大
き
な
火
山
は
番
に
最
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
春
の
気
候
が
大
火
出
を
引
き
起

こ
す
次
の
よ
う
な
条
件
を
備
え
て
い
る
か
ら

です。
①
日
本
付
近
で
低
気
圧
が
発
達
す
る
の
で
、

風
が
ふ
き
や
す
い
。

⑤
移
動
性
高
気
圧
が
た
く
さ
ん
通
過
し
、
そ

の
と
き
空
気
が
乾
燥
す
る
。

①
日
本
海
側
で
フ
ェ
ー
ン
現
象
が
お
き
や
す

こ
の
時
期
の
大
火
事
の
例
と
し
て
、
昭
和

三
十
六
年
四
月
四
日
に
は
福
岡
県
で
山
火
部

が
発
生
し
、
山
林
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
家

屋
七
重
戸
が
焼
失
し
ま
し
た
。
ま
た
、
青
森

県
で
は
二
六
声
が
全
焼
す
る
と
い
う
大
火

も
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
岩
手
、
神

奈
川
、
東
京
、
大
阪
、
山
口
、
愛
媛
で
も
火

部
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
本
州
の
南
側
を
鞘
気
圧
が
東
に

向
か
っ
て
移
勤
し
、
日
本
海
で
は
低
気
圧
が

発
適
し
な
が
ら
北
上
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

た
め
日
本
付
近
は
、
南
寄
り
の
乾
燥
し
た
強

い
風
が
ふ
い
て
い
ま
し
た
。

冬
が
終
り
に
近
づ
く
と
、
暖
房
器
具
へ
の

注
護
も
ゆ
る
み
が
ち
で
す
。
暖
か
く
な
っ
て

も
「
火
」
は
「
火
」
で
す
。
も
う
一
度
気
を

引
き
し
め
て
火
の
用
心
を
心
か
け
ま
し
ょ
う

フ
ェ
ー
ン
現
象
と
は

湿
っ
た
空
気
が
高
い
山
脈
に
沿
っ
て
昇
っ

て
ゆ
く
と
、
だ
ん
だ
ん
気
温
が
下
が
り
、
雲

が
で
き
、
雨
が
ふ
っ
た
り
す
る
。
こ
の
空
気

が
山
頂
を
こ
え
て
山
を
下
っ
て
ゆ
く
と
、
こ

ん
と
は
気
温
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
ゆ
く
。

こ
の
よ
う
な
乾
燥
し
た
空
気
が
ふ
き
こ
ん

で
お
こ
る
風
を
フ
ェ
ー
ン
と
い
い
ま
す
。

火
災
・
敵
意
件
数

（
2
月
中
）

A
闇
園
闇
圏
拶
V

竹
　
　
　
河
申
　
聾
　
運

動
日
照
る
竹
山
の
竹
次
々
と
雪
っ
ち
払
い
て

立
ち
配
り
ゆ
く
　
　
　
　
白
石
一
夫

竹
筒
に
酒
潤
だ
し
め
て
売
り
で
い
る
甘
さ
香

り
の
カ
ッ
ポ
酒
飲
む
　
　
　
久
野
き
よ
の

風
あ
る
と
見
え
ね
と
わ
ず
か
に
揺
れ
て
い
る

笹
生
の
上
に
月
照
り
わ
た
る
一
団
　
房
子

し
た
た
か
に
吹
く
寒
風
に
竹
野
は
苦
踵
だ
ち

て
揺
れ
に
揺
れ
い
つ
　
　
　
広
田
マ
ツ
ヨ

子
供
ら
の
賑
わ
う
声
は
ど
ん
ど
焼
き
の
苦
竹

爆
ぜ
て
火
の
粉
舞
い
散
る
　
竹
下
さ
つ
き

陰
闘
閣
関
羽

池
田
　
幸
利
　
通

藁
寺
の
雪
解
雫
の
穿
つ
石

玉
野
　
信
琵

揉
梅
の
亜
女
に
も
ら
ふ
飴
ひ
と
つ中

島
千
代
女

つ
ん
つ
ん
と
空
に
向
か
ふ
や
辛
夷
の
穿

和
多
　
昭
子

冬
木
立
一
環
に
奥
へ
透
く

後
嬢
拷
代
子

観
世
音
ひ
そ
と
塞
立
つ
も
の
あ
ふ
れ

柴
田
と
も
子

〝
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
〝

人

権

と

私

た

ち

「
大
概
は
、
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
、
お

互
い
に
鴻
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」

と
い
う
こ
と
は
、
い
ろ
ん
な
集
会
や
、
舐

漑
会
・
映
写
会
な
ど
で
よ
く
聞
か
さ
れ
ま

す
。
そ
の
と
き
に
は
、
頭
の
中
で
よ
く
わ

か
り
、
「
な
る
ほ
ど
」
と
な
っ
と
く
で
き

た
つ
も
り
で
い
て
も
、
あ
と
に
な
っ
て
、

「
人
権
っ
て
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の

だ
ろ
う
か
。
」

と
考
え
る
こ
と
が
、
た
び
た
び
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
な
か
に
は
、
人
権
と
い
う
こ
と

を
全
く
悪
闊
し
た
こ
と
も
、
考
え
て
み
た

こ
と
も
な
い
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。「

基
本
的
人
権
」
な
ど
と
い
え
ば
、
大

そ
う
む
ず
か
し
く
、
か
た
ぐ
る
し
く
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
わ
た
し
た
ち
は
、
「
人

権
」
と
い
う
こ
と
を
少
し
む
ず
か
し
く
考

え
す
ぎ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
を
読
ん
だ
り
、
む
ず
か
し
い
理
論
を

聞
い
た
り
、
や
っ
か
い
な
も
め
ど
と
に
で

あ
っ
た
り
、
わ
か
り
に
く
い
人
権
問
詰
を

聞
か
さ
れ
た
り
し
て
、
時
に
は
蟹
肌
を
感

じ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
が
、
人
間
ら
し

く
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
問
題
を

正
し
く
と
ら
え
て
理
解
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
人
権
問
題
」
は
、
ど
こ
か
遠
く
に
あ

る
問
題
で
は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
の
こ
く

身
の
ま
わ
り
に
あ
る
一
人
ひ
と
り
の
切
実

な
関
頭
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
、
い

ち
ば
ん
大
密
な
こ
と
は
、
「
人
権
」
と
い

う
こ
と
を
研
究
し
、
勉
強
す
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
の
毎
日
毎
日
を

一
生
け
ん
め
い
に
な
っ
て
働
き
、
学
び
、

生
き
て
い
く
中
か
ら
、
自
分
の
も
っ
て
い

る
「
人
権
」
と
い
う
こ
と
を
蓄
え
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
し
て
大
切
に
し
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
人
権
」
は
、
誰
に
で
も
皆
平
等
に
保

隠
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

自
分
が
も
っ
て
い
る
人
権
は
、
他
の
人
に

も
同
じ
よ
う
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
を
大
切
に

す
る
と
同
時
に
、
お
互
い
に
相
手
の
身
に

も
な
っ
て
、
「
思
い
や
り
の
心
」
を

も
っ
て
、
明
る
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
よ

う
、
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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八幡社会保険

事務所が移転

かねてから建設が進められて

いた八幡社会保険事務所の庁、告

が完成し、3月30日から業務を

開始することになりました。

○新住所　八幡西区岸の浦1の

5の5　eB C631）7961

－
譜
詫
金
一

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
〃
‥

N
T
T
折
尾
餓
韻
語
話
局
か
ら
、
言
葉
や

こ
の
「
態
話
お
願
い
手
態
」
が
必
要
な
方
は

耳
の
不
自
由
な
方
が
外
出
先
な
ど
で
緊

急
の
暗
譜
連
絡
が
必
要
に
な

・
申
込
蕾
一
遇

（
役
場
に
あ
り
ま
す
）

。
履
歴
荘
一
過

。
露
菟
許
の
写
し

▽
受
付
期
間
随
時

▽
受
付
場
所
　
芦
屋
町
役
場
総
務
課
人
導
係

（
芦
屋
町
幸
町
2
の
2
0
）

禽
（
2
2
3
）
0
8
8
1

っ
た
時
、
近
く
に
い

る
た
め
の
、
便
利
な

「
畦
話
お
願
い
手
帳
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

／
　
フ
∈
た
た
ブ
実
力
虐

／　　「解語お願い

手
帳
」
を
提
示
さ

れ
た
時
に
は
、
み
な
ぎ

ま
の
暖
か
い
こ
協
力
を
お
頭

い
し
ま
す
。

第
五
回
中
遠
地
区

「
少
年
の
船
」
団
員
募
集

中
間
、
遠
賀
地
区
の
次
代
を
担
う
少
年
、

少
女
が
集
い
、
船
上
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
沖
細
見
学
を
通
し
て
、
お
互
い
の
友
情

を
深
め
な
が
ら
団
体
生
活
の
楽
し
さ
と
厳
し

さ
を
学
び
ま
す
。

フ
ァ
ミ
コ
ン
は
か
り
し
て
い
な
い
で
、
太

陽
の
下
で
友
だ
ち
壱
つ
く
ろ
う
。

▽
日
　
程
　
8
月
1
3
日
～
8
月
1
7
日

▽
研
修
地
　
沖
純
本
島

▽
募
集
人
員
　
1
2
0
人
（
小
学
4
年
～
中
学

2
年
ま
で
の
男
女
）

▽
研
修
内
容
　
沖
紺
で
の
見
学
、
船
ま
つ
り

船
上
で
の
研
修
な
ど

▽
賞
　
用
　
5
～
6
万
程
度
（
詳
細
香

▽
募
集
鵜
間
　
4
月
1
日
～
4
月
5
0
日

▽
申
込
方
法
　
教
書
萎
貝
会
社
会
教
育
課
に

申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

▽
聞
合
先
船
津
丸
秀
樹
、
岡
垣
町
南
高
防

衛
（
2
8
2
）
9
1
3
8
へ
2
0

時
か
ら
2
2
時
の
間
に

福
岡
県
で
は
次
の
と
こ
ろ
で
交
通
拡
散
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
お
こ
ま
り

の
方
、
こ
相
談
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

常
設
相
談
所

。
福
岡
県
交
通
郵
政
相
談
所

福
岡
県
庁
9
階
北
側

田
0
9
2
（
6
2
2
）
0
4
0
3

巡
回
相
談
所

・
中
間
市
ふ
る
さ
と
対
話
室

中
間
市
役
所
内

澱
（
2
4
4
）
⊥
⊥
ュ
ェ
内
線
3
1
1

相
談
日
　
4
月
6
日
、
5
月
6
日

6
月
l
日
、
7
月
6
日

8
月
3
日
、
9
月
7
日

1
0
月
5
日
、
n
月
2
日

ュ
2
月
1
日
、
1
月
6
日

2
月
1
日
、
3
月
1
日

時
　
間
　
的
時
～
ュ
6
時

（
受
付
は
ュ
5
時
ま
で
）

福
岡
県
で
は
、
土
地
の
価
格
な
ど
に
つ
い

て
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
内
容
　
土
地
の
売
買
、
担
保
、
相
続
、

賃
貸
借
、
交
換
そ
の
他

▽
相
談
日
　
春
日
祭
1
、
第
3
金
曜
日

▽
時
　
間
　
ュ
3
時
－
1
6
時

▽
場
　
所
　
県
庁
1
階
県
民
相
談
室

舘
0
9
2
（
6
5
ェ
）
ュ
2
3
4

芦
屋
町
職
員

（
看
護
婦
）
募
集

▽
蕃
爾
容
正
邪
霞
婦
（
昭
和
3
2
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

看
護
婦
の
免
許
を
持
っ
て
い
る

か
取
得
見
込
の
人
）

▽
試
験
随
時
面
接
、
身
体
検
査
を
行
い

ます。

▽
申
込
方
法
－
次
の
番
類
を
提
出
く
だ
さ
い

転
）
建
筆
試
験

▽
試
験
日
　
学
科
　
　
1
月
統
自

殺
計
数
図
　
9
月
2
7
日

▽
試
験
揚
福
岡
大
学
（
福
岡
市
域
南
区
）

▽
受
付
4
月
細
目
～
1
月
2
4
日

▽
詳
　
細
∴
受
験
申
込
番
な
ど
の
詳
細
は
、

福
岡
県
建
築
士
会
へ

禽
0
9
2
（
4
4
⊥
）
ュ
8
6
7

）
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

▽
馨
新
　
高
須
団
地
（
若
松
区
）

1
踵
　
釜
戸（

6
・
6
・
6
・
D
K
）

2
穂
　
的
戸（

6
・
6
・
4
・
5
・
D
K
）

▽
申
込
締
切
　
3
月
3
1
日
（
火
）

▽
申
　
込
　
申
込
用
紙
が
役
場
、
圭
豊
麗

所
に
あ
り
ま
す
。

▽
詳
　
細
∴
県
庁
内
住
宅
管
理
課
へ

衝
0
9
2
（
6
5
1
）
ュ
l
〃
l

内
掠
　
4
2
1
8
番

黒崎官舎



雷義邦究抱相
島田方ヽ学筏の児垂がlt卜をこめて育てた町の花「水

仙」を、町内の施設に入所されているお年寄、寝た
ぎりや1人ぐらしの方にプレゼントしました。

「このごろはお年寄と子どものふれあう機会も少
なくなってiきていますので、みんなでふれあいの場

を広げようということで始めました。」とのこと。

ヽ＼ゝ＼ i �汗‾‾高ま三噸 　　〉 �「∴ 

r i理 雪雲　∴∴∵：一 �� 

態撮鎚純と給欝
卒業を間近にひかえた島的小学校では、毎日何人

かずつの児証が校長室で校長先生と給食をいっしょ
に食べながら、小学校6年間のいろんなお話をしま

した。

いつもはおっかない校長先生もこの時はかりはニ
コニコ顔で、児盛の話に「ウンウン」とうなついて

いましたe　中学生になっても元気でがんばってね。

＋∴∴∴∴「 
巧 ��� 

言蕊繕　群　山 
ヾ1－，∴＿ 撥縁墨縄墨∴， ㌢＼’窮j　iミグ（‡／ 

∴∴∴ �‥虹≒／／三 

堅塁欒襲驚誌蓬＼ 
＼／糊塗重董 

おかあさんって
すごいんだね

3月15日、中央公民館で母と子の料理教室があり

ました○　いつもはおかあさんに作ってもらった食頓

を何の気なしに食べていた子も、今日は作る方で一

苦労。日頃のおかあさんをちょっぴり見直しつつ、
いっしょうけんめいでした。この日のメニューはス

イートコーンスパゲッティ、ホットケーキ、ハンバ
ーグステーキでした。

i一高八や■機－／（ ÷∴∴∴「∴ 　言う喜平 

i＼／ ∴ 

∴∴∴∴　「　　　　　　　∴　　∴ 

∵遺塑襲撃／ 

かしこい消貴書lこ
1日消費者教室が中央公民館でありました。午前

中は料理実習で汁ビーフンと蕃巻きを作って舌つつ
み壱打ったあと、年後からは衣類の手人について謙
師の先生から話を聞きました。特に実際にクリーニ
ングに出してポロポロになった服を教材にした請義
では、「気をつけんなね。」「こんなになるとやろ

うか。」の声があがってiいました。

魯 ！ � �、÷ �＼i－　）　－i－ 

！ i l �　劉 塾 l 定量 �∴　＼← � ��7ゝ 

〔∴＼（＼1草 ：∴ � �：∴ 

＋∴ 溺／ 

小二 ��� 

∴「： ��∴∴‾ � � �＼ 謬溜12／／ 
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漢
方
医
学
に
つ
い
て
㈲

折
尾
　
田
中
藍
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

漢
方
医
学
で
は
一
「
気
」
　
「
水
」

「
血
」
　
が
人
体
の
梯
成
要
素
で
あ

る
と
い
う
考
え
は
大
変
面
白
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
「
気
」
に
つ

い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

西
洋
医
学
は
「
細
胞
は
身
体
の
最
少
の
構

成
因
子
で
、
細
胞
は
細
胞
よ
り
生
れ
、
細
胞

の
典
籍
が
即
ち
病
気
で
あ
る
」
と
い
う
細
胞

病
理
学
の
上
に
組
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
獲

方
医
学
で
は
人
体
の
働
き
を
「
気
」
「
水
」

「
血
」
と
い
う
三
つ
の
根
隈
に
求
め
て
い
ま

す
。
「
気
」
　
「
水
」
「
血
」
が
単
独
で
病
気

を
お
こ
す
こ
と
な
く
、
た
が
い
に
影
響
し
あ

い
、
欝
だ
関
連
し
て
お
り
、
「
水
」
と
「

血
」
は
全
身
を
循
環
し
て
い
る
こ
と
各
種
め

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
「
水
」
と
「
血
」

の
循
諒
を
支
配
し
て
い
る
の
は
「
気
」
で

あ
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。

で
は
、
「
気
」
は
何
か
と
関
わ
れ
る
と
、

「
気
と
は
形
は
な
い
が
働
き
が
あ
る
も
の
」

近
代
医
学
で
は
「
龍
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い

い
ま
す
が
、
も
っ
と
大
き
い
も
の
で
す
。
中

国
の
古
い
富
民
春
秋
」
で
は
生
命
力
と
解

さ
れ
、
あ
る
い
は
宇
宙
の
通
行
を
支
配
し
て

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
と
も
言
わ
れ
、
こ
れ

を
人
格
化
し
た
の
か
宗
教
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
小
字
缶
で
あ
る
人
体
は
、
「
気
」
と

「
体
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。
人

体
と
い
う
一
個
の
物
体
が
、
生
き
て
働
い
て

智
恵
が
働
く
の
は
「
気
」
に
よ
る
も
の
で
、

人
間
か
ら
「
気
」
が
な
く
な
る
と
、
そ
こ
に

は
身
体
と
い
う
物
体
が
残
る
だ
け
で
す
。
気

の
抜
け
た
ビ
ー
ル
の
よ
う
に
。

「
気
」
　
の
停
滞
　
（
と
ど
こ
お
り
）

や
偏
勝
（
か
た
よ
り
）
　
に
よ
っ
て

病
気
が
起
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
具
体
的
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
ま
ず
、
神
経
、
満
神
に
「
気
」
の
異
常

が
起
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
症
状
と
し
て
、
発

狂
、
興
恋
、
麻
痺
、
沈
撃
緊
張
感
、
停
滞

感
、
運
動
障
害
、
知
厳
障
害
③
か
ら
だ
の

機
能
の
異
常
と
し
て
、
動
悸
、
咳
、
呼
吸
頻

数
、
呼
吸
困
難
、
嘔
気
、
あ
く
び
、
し
ゃ
っ

く
り
、
の
ぼ
せ
、
め
ま
い
、
頭
稀
、
ヒ
ス
テ

リ
ー
。
⑤
ガ
ス
体
の
異
常
と
し
て
、
ゲ
ッ
プ

腹
的
、
放
尿
。
①
か
ら
だ
の
組
織
の
異
常
と

し
て
、
肺
腺
（
は
れ
）
、
化
膿
。

以
上
近
代
医
学
の
常
識
で
は
割
り
切
れ
な

い
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
面
白
い
解

釈
と
も
思
い
ま
す
。
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B
C
G
接
種

▽
注
　
惹
　
ツ
反
、
B
C
G
を
受
け
た
場
合

は
、
4
月
9
日
の
三
稲
混
合
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

各
予
防
接
穂
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で

に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保
健
鯖
生
係
に
申

し
込
み
を
し
て
、
問
診
票
と
注
惹
密
を
受
領

し
て
下
さ
い
。
問
診
票
を
受
領
さ
れ
な
い
と

予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
接
稲
日
　
5
月
初
日
（
埜

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

技
与
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
勘
　
所
英
公
民
館

▽
対
象
者
生
後
3
ヵ
月
～
4
8
カ
月
の
乳
幼

児

▽
接
穂
方
法
　
生
後
3
ヵ
月
～
4
8
カ
月
（
な

る
べ
く
生
後
3
ヵ
月
～
1
8
カ

月
）
の
間
に
六
週
間
以
上
の
間

隔
を
お
い
て
二
回
投
与

▽
持
参
品
母
子
手
帳
、
問
診
票

▽
注
　
意
ポ
リ
オ
投
与
を
受
け
た
勘
合
は

6
月
2
日
の
三
稀
混
合
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
対
象
者

・
第
一
期
生
後
独
力
月
～
勧
カ
月
児

・
舘
二
期
第
一
期
終
了
後
、
1
2
カ
月
～

1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

▽
接
穂
方
法

・
第
一
期
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か
三
回
撰

柾

。
第
二
期
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か
一
回
撰

稽

▽
持
参
品
問
診
票
、
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
生
後
4
8
カ
月
を
す
ぎ
た
幼
児
は

こ
稲
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破

傷
風
）
で
行
い
ま
す
。

▽
接
種
日
　
ツ
　
反
　
4
月
1
日
（
杢

B
C
G
　
4
月
3
日
（
金
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
ュ
0
分
～
1
4
時

接
種
　
ュ
3
時
5
0
分
～

▽
場
所
英
公
民
館

▽
対
象
者
一
度
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
と
B
C
G
を
受
け
て
い
な
い

生
後
3
ヵ
月
～
4
8
カ
月
児

▽
按
極
方
法
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
穂
後
4
8
時

間
お
い
て
判
定
、
陰
撞
着
の
み

▽
接
種
白
　
4
月
9
日
（
木
）

5
月
1
日
（
金
）

6
月
2
日
（
火
）

6
月
2
6
日
（
金
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
中
天
公
民
館

▽
対
象
者
生
後
1
2
カ
月
～
7
2
カ
月
児
（
な

る
べ
く
ュ
8
カ
月
～
3
6
カ
月
）

▽
場
所
町
内
の
次
の
医
院
（
青
柳
匪
院

衛
藤
小
児
科
医
院
、
遠
賀
浅
木

内
科
医
院
、
橋
本
医
院
、
花
野

医
院
、
母
子
寵
念
病
院
、
い
そ

ぺ
病
院
）

▽
時
間
各
医
院
の
診
掠
時
間
内

▽
期
　
間
一
年
中
（
1
月
、
8
月
）

▽
料
金
　
2
0
0
0
円
（
生
保
お
よ
び
町

県
民
税
が
均
等
額
以
下
の
情
話

は
無
料
）

▽
申
込
み
印
鑑
持
参
の
う
え
、
保
健
衛
生

係
に
て
問
診
票
を
受
領
し
て
く

だ
さ
い
。



（9）塵団西の彿　　　　　　　　　　　　　第407号

4月のロミ収集予定衰

匝王署 �木片類、竹類、木の葉、魚などの 
パック、残飯類、新聞、雑誌、布 
きれなど 

月曜日 　と � 
慮渡、道宮、松ノ本、上別府．虫 生津、若菜台、芙蓉、東町、西町 

木　曜　日 
老良 

火曜日 　と �別府、今古賀、遠賀川、新町、旧 
倍、中央、木守、浅木、東和苑、 

金　曜　日 �境涯の一部、上別府の一部 

4月月のし尿収集雷定義
祭日 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

1（水） �西町、浅木の一都 �上別府（花園） 

2（木） �東町 �広波 

3（金） �東町 � 

4（土） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

6（月） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

7（火） �虫生津、木守 � 

11（士⊃ � �別府、上別府（商家） 

14（火） �i日偉、鬼津、若松 � 

15（水） �遠賀川 � 

16（木） �遠賀IIi、新町 � 

17（金） �新町 �鬼津 

18（土⊃ �新町 �千代丸 

0（月） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

1（火） �広漠（中年田）、別府 �島津、老良、上別府 

2（水） �鬼津、若松、別府（高瀬） � 

3（木） � � 

4（金） �別府 � 

5（土） �尾崎、今古賀 � 

（月） � �老良 

8（火） �浅木 �尾崎（蟹喰） 

0（木） � �今古賀、島津 

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
内
　
容

▽
持
参
品

▽
料
　
金

4
月
6
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

妊
産
婦

産
前
産
後
の
過
し
方
、
妊
婦
体

操母
子
手
帳
受
領
の
万
は
、
印
鑑

無
料

離
艦
鯖
綴
樟

閥
開
園
圏
園
㊧
講
師
9
4
醐
墾
弊

▽
期
日
4
月
ェ
5
日
（
水
）
　
　
　
　
▽
場
所
中
央
公
民
館
和
室

▽
時
間
受
付
翰
時
5
0
分
～
1
4
時
　
　
▽
摘
釜
著
生
後
3
ヵ
月
～
6
ヵ
月
児

検
診
1
3
時
5
0
分
～
　
　
　
▽
詩
参
晶
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
場
所
英
公
民
館
　
　
　
　
　
▽
内
容
体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
態
乳

▽
対
象
者
昭
和
6
1
年
4
月
～
1
2
月
生
乳
児
　
　
　
　
食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査

▽
内
容
診
察
、
身
体
測
定
、
保
健
指
導
　
　
　
　
セ
ッ
ト
配
布

▽
持
参
晶
母
子
事
態
　
　
　
　
　
　
▽
料
金
無
料

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
予
定
通
り
行
な
い

ま
す
が
、
各
区
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は

近
く
の
獣
医
さ
ん
ま
た
は
動
物
病
院
で
必
ず

受
け
て
下
さ
い
。

◎
獣
医
名
∴
お
ん
が
動
物
病
院

▽
場
　
所
　
遠
賀
暗
鬼
津

田
（
2
9
3
）
2
0
1
1

◎
獣
医
名
伊
藤
動
物
病
院

▽
場
　
所
岡
垣
町
山
田

＄
（
2
8
3
）
2
7
2
2

◎
獣
医
名
エ
ビ
ッ
犬
猫
病
院

▽
場
所
岡
垣
町
上
海
老
津

禽
（
2
8
2
）
6
3
3
4

◎
獣
医
名
　
松
田
犬
猫
病
院

▽
場
所
水
巻
町
頃
未
申
寧
日

＄
（
2
0
2
）
ュ
ュ
2
4

◎
獣
医
名
野
中
動
物
病
院

▽
場
所
芦
屋
町
山
鹿

＄
（
2
2
3
）
0
3
6
6



上 調の遠賀日面豊田指事嚢
日 �昭 �行　　事　　内　　容 �時　　間 ���実施会規1担当係名 ��対象や終了時駒など �詳　細 

1 �水 �狂犬病予防　接謡 �障二塁 ��� ��犬を飼っていろ人 】 � 

i脚中経係 �� �9ページ 

2 �木 � �10 11 13 14 �00－10 05－11 20・－14 20－－15 �45 45 10 10 �∴∴「 広漠公民館 新町公民館 �保健衛生係 i �i犬揃って。ろ人 料金は一頭（こつき4300円 � 

3 �金 �上予防接種 ！ �ilO 牌 13 14 14 �00－10 55－11 35－11 20－14 20－14 50－15 �35 25 50 10 40 10 � ��） � 

B　C　G　接　種 � ���中央公民館 �保健衛生係 �時間おいて判定、陰撞着の み接種 �9ページ 

4 �土 �狂犬病予防接謡 � ���松ノ本公民館 �保駈衛生係 �l犬を飼っている人 � 

6 �月 �狂　犬病予　防　撲言唾 � ���老良公民館 浅木公民館 東和苑公民館 公民館別館 旧館公民館 今古賀公民館 �保健衛生係 �犬を飼っている人 �1 1 1 1 

妊　　婦　　相　　談 � ���役場保健室匡衛生係 ��妊産婦 � 

7 �火 �乳　　児　　相　　談 � ���中央公蛾i保健衛生係 �� �9ページ 

8 �水 �小　学　校　入　学　式 �10：00－ ���各小学校 体育館 �学校教育係 � � 

9 �木 �中　学　校　入　学　式 �10：00－－ ���各中学校 体育館 �学校教育係 � �i 三種混合予防鞍種 � ���中央公瑚i保健雛係 �� �9ページ 

定例体育指導委員会 �19：30－ ���役場会醒I体育係 ��体育指導委員 � 

10 �金 � �9：30－ ���老人憩の家）福祉係 �� � 
13：00－16叫 ���公蛾別館i社　協 �� � 

12 �日 �県知事・県鮮碧挙 投　　票　　日 � ���各投票所惇背窒 �� �3ページ 

14 �火 �立候補受付予備審査 �9：00・－ ���第3会議萱）賽暫芸 ��立候補予定者 � 

9：30－ ���役場会議室i �福　祉：係 � � 

15 �水 � � ���中央公輔車衛生係 ��乳児 � 

大好きなおかあさんの絵募集中　書叢で認諾詣霊課業窪窪
「母の日」特集として、大好きなおかあさん　　　萄いて、4月5日までに役場広報係まで申し込

の絵を募集しています。対象は力、学生未満のお　　　んでください○


